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実現に向けて重視したい３つの視点

信頼できるAIでAXを成長につなげるために

AXの目的の明確化 変革と継続性の両立 官民協働による実装
経済成長と新たな価値創出へ 変えるべきもの、守るべきもの 実証から制度・ルール形成へ

• AI導入や効率化は目的ではな
く手段

• 業務プロセスと規制・制度を一
体で再設計すべき

• 領域別の特性と加味し責任分
界点の議論を深めるべき

• アジャイルには振り返りと改善が
重要

• データガバナンスには一貫性を持
たせるべき

• Rule as Codeには人を守る解
釈の余地を残す

• 民間の実証と安全性評価を政
策に反映

• 省庁横断の司令塔に実効的な
権限を与えるべき

• 国際協調と相互運用性を確保
し、AI安全性で世界リードを目
指す

2030年に向けて：
AXを「導入」で終わらせず「成長」へ。評価とルールは官民で作り上げる。
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